
昭和47年 2月10日
月刊（毎月10日発行）ひさあ（劉議錫~＼~）第198号(.1 ) 

ー、．タ

H・・ ·~ 
）「. ~声、

あ

羽入神社のえのき
12月定例議会
朝日町体育福祉センター起工式
選挙管理委員及び委員長選任
新監査委員選任
各区長きまる
連宵だより
体協だより
朝日町成人式挙行
町営工事入札状況
朝日町ねずみ駆除運動
保健だより
歳末たすけあい運動の結果
数急自動車出動状況
年金、手当、交付金などの譜求
手続きについて 5 
税務だより 5 
閏定資産台帳の縦覧 6 
地諮問及び地籍簿等の閲覧 6 
裁判所だより 6 
みんなの注患で交通事政をなくしよう 6
国鉄だより 6 
電報電話局だより 6 
農事コーナー 7 
嘗察だより 7 
相談とと案内 7 
学園だより 7 
町民の声募集 7 
図書館だより 8 
生まれる人、結ぼれる人、逝く人 8 
1月の交通事政 8 
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這与三三・u ..,ir.・C＂、

－騒騒遭盛運璽璽
木を切り拓いてその伺の涜内にえのきを 1.～2本残したのが成
長し、それが一度枯死し、あとに残ったものが成長・して今f-1に
至っているものと伝えられている。

表題写真のえのきは、樹高約10メート／レ、幹のi直後80・七ンナ
ぐらいに遥しているが、蹴ねy並算して 120年～150年ぐらい事長
過しているのではないかと推定きれる。

朝日地内にはかつて一塁線の目標樹としてのえのきは、あち

とちに散在して江戸の名残りをとどめていたが、いまでは、 包’

内における道路側辺のえのきの古木の存在はまことにまれにな

っている。

どう してえのきと名づけられたか、専門轡にもその由＊~を見
つけることができないが、古名では 「ぇJとよばれ、棋名では
「朴樹Jとなっており、和名の「複」 （えのき〉は、真夏艇を
茂らせ大きく樹蔭をつくるところから、木に~を配したもので
はないかと忠われる。

きのえの
えのきは、にれ斜に属する植物で、各地の山野に自生する落

葉喬木であるが、割lに短かい年月の聞に巨木に成長するため、
広い庭園内にも栽給されるようになっている。

また江戸時代には、一里塚の目標聞として道路わきに植樹さ

れた。

春になると、細かい淡黄色の雌雄両花をつけ、秋には直径

5ミリぐらいの惜色の実をつける。乙の実は食用になり、子供
に愛用されたものである。また、育木の根本に洞を生じ、この

洞に、鬼子母神や、道祖神などを記る風習があり、神絡｛じされ

る植物でもある。大きいものは、高さ20メートノレにも及び、幹

の直径も 1メート／レ余に成長する。

羽入神社（明治44年の神社統合によっていまは141社の形態を
鞍えていないが〉のえのきは、羽入部落発祥時に、村の鎮守と

して同（ほこら〉がつくられ、その頃同地ー帯は小川河原に面

し、柳樹とえのきの林を形成していたものらしく、それらの雑

入羽
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十

一月
定
例
議
会
一

円
議
案
二
十
三
件

ひ

ム

マ

昭
和
問
卜
・
ハ
年
ー1
ニ
パ
定
例
町
議
会
は

十
二
月
十
八
日
か
ら
．
・

1
同
日
ま
で
の
、

会
期
七
日
間
を
も
っ
て
間
際
さ
れ
ま
し
た

本
店
例
会
で
は
附
和
四
十
六
年
度
一一
般

会

A
補
正
予
訴
を
は
じ
め
議
案
二
十
三
件

詰
願
限
的
十
八
件
を
u
n
E
J合
議
し
ん
L
議
案

を
版
活
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
そ
の
ほ
か
、
明
日
町
選
山
市
作
問
委

員
四
名
及
び
補
充
付
回
名
を
選
挙
し
ま
し

た
。

あ

ら

ま

し

さ

（審
謹
日
程
」

口
月
間
日
本
会
議
（
会
議
銃
器
名
議
民

の
指
名
、
会
期
の
決
定
）

町
長
山
系
説
明
制
部
品
明

ロ
月
四
日
体
会
（
議
案
訓
行
）

ロ
月
羽
田
本
会
議
（
質
説
及
び

一
位
打

間
議
後
政
ぴ
、
詰
制
限
的
を

作
委
員
会
付
託
〉

ロ
月
引
日
議
後
一
潟
議

－X
教
厚
ん
し投
げはん
ム付
正
案
件

を
得
浪
。

ロ
月
泣
日
議
官
石
市
議

総
務
委
ハM
A一一。

文
教
日
川
町
安
員
会
。
付
託

案
件
を
一
抗
議
。

ロ
月
お
日
品
川
泉
市
町
椛

院
沼
山
叫
設
居
対
日
会
付
。
γ

中山後

件
を
W
川
議
。

ロ
月
目
日
本
会
議
（
委
員
長
川
靴
店
、
一
引

腕
、
A
論
、
採
決
、
選
挙
）

可
決
さ
れ
た
も
の

V
昭
和
四
十
六
作
度
制
日
町
一
般
会
川
制

正
予
抑
（
第
三
日
ヅ
）

V
昭
和
四
十
六
年
広
州
田
町
川
内
保
特
別
会

計
補
正
予
釘
（
第
二
号
）

あ

請
願
陳
情
十
八
件
を
可
決

l

V
間
利
四
十
六
年
度
朝
日
町
国
保
診
療
施

波
大
家
庄
、
旧
川、

日
附
、
境
、
山
崎

診
探
一
所
特
別
会
計
補
正
予
郡
〈
第
一
母
）

vm利
凶
卜
六
年
度
制
日
町
間
以
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号）

v
m和
四
十
六
年
度
明
日
町
立
伯
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

V
明
日
町
の
議
会
の
議
員
等
の
報
酬
及
び

賀
川
介
的
に
関
す
る
条
例
一
部
改
院
の

件
。
－
朝
日
町
議
会
議
員
の
報
酬
を
改
正
す
る

も
の

’v朝
日
町
の
議
会
の
議
員
に
対
す
る
期
末

手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

の
件
。

・
朝
日
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
改
正

す
る
も
の

V
例
日
町
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
料
及

び
そ
の
他
の
給
与
支
給
条
例
一
部
改
花

の
件

・
町
長
、

助
役
、
牧
入
役
の
給
料
を
改
正

す
る
も
の

V
朝
日
町
教
育
委
円
以
八
百
教
育
長
の
給
与
等

に
附
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件
。

－
教
育
長
の
給
料
を
改
正
す
る
も
の

V
朝
日
町
の
峨

μ
の
給
与
に
附
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

・
入
車
院
勧
告
に
よ
り
酷
職
員
の
給
与
を
改

正
す
る
も
の

マ
明
日
町
の
純
凶
の
特
殊
捌
務
千
当
に
側

ず
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
病
院
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
改
正
す

る
も
の

g
v
殴
開
発
川
日
比

γ一
治
州
発
促
尚
一法
制
行
に

作
な
う
制
定
資
脱
税
の
諜
税
免
除
に
閃

ず
る
条
例

一
制
改
正
の
件

－
従
来
の
条
例
か
ら
人
数
制
限
が
削
除
さ

れ
る
も
の
。

V
大
字
、
字
の
区
域
の
雌
止
お
よ
び
変
更

円
J
－
L
L

’o

u
h
T
 

土
地
改
良
事
業
に
よ
り
隣
館
地
区
（
人

能
町
下
山
と
朝
日
町
金
山
〉
と
の
字
の

阪
城
変
更
メ
は
蝿
止
の
必
要
が
生
じ
た

た
め
変
史
又
は
院
比
す
る
も
の
。

V
工
事
請
負
契
約
の
件

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ご
階
建
六

一
九
、
五
六
平
方
メ
ー
ト

ル
の
新
築
工
事
を
三
平
九
百
三
十
三
万
七

00υ
円
で
株
式
会
社
傑
松
組
、
代
表
取

締
役
探
松
幸
太
郎
氏
と
工
事
契
約
の
議

決
を
行
な
う
も
の
。

V
議
員
提
出
議
案
第
三
号

イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
裁
判
の
早
期
結
務
に

関
す
る
決
議
。

V
議
員
提
出
議
案
間
的
問
号

林
業
振
削
開
決
議
の
早
期
実
現
に
関
す
る

決
議
。

－
第
六
十
五
国
会
で
決
議
さ
れ
た
林
幽
緊
張

興
に
つ
い
て
早
期
具
体
的
実
現
を
要
望

す
る
も
の

’v議
日
脱
出
議
楽
部
五
号

日
米
州
凶
政
附
問
繊
縦
悶
M
切
協
定
に
関

す
る
刊
紙
H
地
市

ハ
米
政
府
間
協
定
の
締
絡
に
よ
り
大
き
な

H
H
附
取
を
受
け
た
日
本
繊
維
業
界
と
こ
れ

に
附
迎
す
る
労
働
新
に
対
し
、
乙
の
協
ハ
ん

に
よ
っ
て
生
ず
る
被
内
に
対
し
て
万
令
の

的
附
を
減
ぜ
ら
れ
る
よ
う
強
く
盟
問
中す
る

も
の
。

V
削
日
町
選
準
官
間
授
は
仏
以
ぴ
袖
光
片
岡
の

出
准
の
件
。

H
W
則
満
了
改
選
の
た
め
選
学
官
則
委
員

及
び
補
光
け
作
間
的
の
選
併
を
行
以
う

も
の
。

V
朝
日
町
股
査
委
員
の
選
任
に
閲
し
同
窓

、
ノ
レ
V
o

nu－U4
f
 

監
査
委
員
の
任
期
満
了
の
た
め
後
任
者

と
し
て
、

宮
崎
大
浜
豊
治
氏
の
選
任
に
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

一
一般
会
計
矯
正
予
算

（
第
三
号
）

六
、
一

O
九
万
円
補
正

特
別
会
計
繍
正
予
算

（
第
一
、
二
号
）

八
五
三
万
円
補
正

泊
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
〉

一、

一
九
五
万
円
補
正

昭
和
凶
十
六
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
泊
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
は
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職

員
の
給
与
改
定
に
対
す
る
た
め
の
経
費
が

主
で
、
外
に
事
務
に
係
る
経
費
及
び
事
業

の
遂
行
上
一
部
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
も

の
で
あ
り
。

一
般
会
計
予
算
総
額九
三
七
、

一
八
六
千
円

特
別
会
計
グ

こ
れ
七
、
九
阿
凶
－
十
円

泊
病
院
事
議
会
計
三
二
八、

二
二
三
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

ゾ
請
願
陳
情
の
処
理
九

十
二
月
定
例
町
議
会
に
拠
出
さ
れ
た
請

願
陳
情
に
つ
い
て
、
れ
狙
当一
安
民
会
に
お

い
て
官
附
議
さ
れ
た
結
保
十
八
件
巾
十
六
件

は
採
択
一
一
件
は
継
続
得
議
に
な
り
ま
し
た

総
統
一
術
議
に
な
っ
た
訂
願
陳
情

－
姪
谷
外
ニ
地
区
水
道
工
事
に
関
す
る
開

願
書

－
新
川
広
域
週
火
葬
場
設
置
に
反
対
の
陳

情
書

縁
起
工
式
行
な
わ
れ
る
後

さ
き
に
設
躍
の
決
定
を
み
た
「
朝
日
町

福
祉

・
体
育
セ
ン
タ
ー
」
の
起
工
式
が
F

月
十
一
日
午
前
十
一
時
か
ら
建
設
場
所
の

旧
中
央
公
民
館
跡
に
お
い
て
雇
用
促
進
事

業
団
捌
館
事
長
や
中
間
・
活
山
県
知
事
な
ど

関
係
者
や
く
五
十
人
が
集
ま
っ
て
挙
行
さ

れ
、
神
主
の
儀
式
が
進
め
ら
れ
る
う
ち
に

版
用
促
進
事
業
団
理
事
長
の
草
刈
、
町
長

の
鍬
入
れ
、
そ
し
て
工
事
施
工
者
、
〈
株

）
探
松
組
社
長
の
刷
込
と
荘
厳
な
る
も
た

く
ま
し
く
手
が
入
れ
ら
れ
ま
し
た
c

乙
の

施
設
は
全
町
民
を
対
象
と
し
て
福
祉
の
充

実
と
健
康
な
体
力
．つ
く
り
の
場
と
し
て
、

ま
た
快
適
な
生
活
環
境
を
造
成
す
る
た
め

の
拠
点
と
し
て
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
翠
白
か
ら
さ
っ
そ
く
七

月
鍛
工
を
め
ざ
し
て
掘
陣
な
ど
基
崎
工
事

が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

〈
鍬
入
れ
を
す
る
町
長
〉



選
挙
管
理
委
員
長
に

湊

嘉

郎

氏

再

選

昭和47年 2月 10日
月刊（缶月10日発行）

任
期
満

了
に
よ
る

朝
日
町
選

挙
管
理
委

員
会
委
員

選
挙
が
昨

年
十
二
月

二
十
四
日
定
例
町
議
会
に
お
い
て
行
な
わ

れ
、
次
の
四
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お

一
月
十
日
に
第

一
回
選
挙
管
理
委

員
会
を
開
催
し
委
員
長
に
撰
嘉
郎
氏
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

委

員

長

脱
税
代
理
者

ひ

湊

事

郎

（泊
二

O
九）

牧
野
六
邸
玄
ヱ
門

（山

崎
五
四

O
買）

竹
内
広
作

（
前
川
一
一

五
二
）

沢
本
啓
次

（
離
問
機
八
五

七）

蚕

員

さ

蚕

員

あ

新
監
査
委
員
に

大

浜

豊

治

氏

選

任

（駒議＆~~g）第1 98号

昭
和
四

十
六
年
十

二
月
二
十

二
日
任
期

満
了
と
必

っ
た
監
査

委
員
（
学

識
経
験
者
）
上
田
態
二
委
員
の
後
任
と
し

て
大
浜
盛
治
氏
（
宮
崎
六
回
才
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

八
大
浜
豊
治
氏
略
歴
V

障
太
恵
須
取
町
実
業
学
校
林
業
制
簿
業

新
湊
公
共
職
業
安
定
所
長

滑
川
公
共
職
業
安
定
所
長

朝
日
町
教
育
委
員
一
期

(3) 

一ー
各
地
区
の

一

「
｜
区
長
さ
ん
き
ま
る
｜一

宮笹1白泊i泊五 南大山野
境 三二一箇家
崎川区区区庄保庄崎中

堀

川

清

大

井

四

郎

弓
野
憲
太
郎

坂
口

良
造

蟹
田

哲
夫

水
島
畑
次
郎

水

島

潔

高

桜

宗

繁

折

谷

隆

夫

水

島

源

蔵

水
島
源
太
郎

八
区
長
会
役
員

V

関謹輔E会
長

刷
会
長

山

汁

村

折

宗良
繁i葉遣

高水坂
桜島口

住
民
活
動
賞
受
賞

知
事
表
彰

ー

朝

日

連
車
問

富
山
県
新
生
活
運
動
協
議

会
（
中
旧
知
事
会
長
）
外
五

団
体
で
は
、

永
年
に
わ
た
っ

て
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く

た
め
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
各
凶
体
に

贈
る
「
あ
す
の
地
域
社
会
を
築
く
住
民
活

励
賞
」
の
審
査

・
選
考
を
魚
い
で
い
ま
し

た
が
、
と
の
ほ
ど
朝
日
町
迎
合
青
年
間
ほ

か
三
間
体
に
贈
る
乙
と
を
訣
定
し
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は

一
月
二
十
日
、
知
事
応
接
窺

で
行
な
わ
れ
、

表
彰
式
と
ね
ぎ
ら
い
の
乙

と
ば
を
受
け
ま
し
た
。
乙
の

「
あ
す
の
地

域
社
会
を
築
く
住
民
活
動
貨
」
と
は
、
経

済
践
長
に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
な

っ
て
生
じ
る
過
疎
過
密
、
連
帯
感
の
崩
壊

住
民
組
織
の
空
洞
化
や
、

公
害
の
多
発
、

自
然
破
壊
の
進
行
、
交
通
事
故
の
激
増
な

ど
、
作
方
面
で
山
氏
関
城
は
W
Cし
く
恐
山

ノ
、
卜れ
E
4
．いい
Fp
b
J
ニ
コ
3
L
7
、、
一AF
－－
、

l
k

ム
h
z
n
H
Jん

4
3
4
lト
ト
式
、

b
－

j
ト

〈

’

ν
ノ

1
t

明
る
い
地
域
を
鋭
く
た
め
に
加
、他
的
に
市

助
し
て
い
る
間
体
に
閥
ら
れ
る
惜
で
す
。

当
朝
日
町
連
合

η年
間
の
場
合
は
、
五

年
前
か
ら
進
め
て
き
た
一
連
の
選
挙
公
常

化
連
動
（
選
挙
公
報
発
行
運
動
と
議
会
広

報
発
庁
の
運
動
）
が
県
内
各
池
や
町
内
に

お
よ
ぼ
し
た
影
符
が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と

が
闘
能
の
安
国
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

矢口
事
11、

h斗ョ：二月総鐸ら
：， ~~：戸建 表
[k)l{f均！＇彰
ι明羽白骨状
を
~ 
Jι 
; Iナ
る
竹
内
団
長

高中二一一－~~一一一

器内向ーだ三二吃
戦体一一一一一 一一一÷7ー

戦 道 三 川学一 地
爪ご 大 国u~~ 校巨｜ 区第
良け 会 判中 ・新一 二
部壬 日学第 ill般 ー卜
~ H汀校七地 ・ーー
百 町 ・11-11区第 1!11
.t~ 民 第下高ニ ペ
川 柔 十新情；十束

町
民
大
会

①
上
背
中
①
府
見
中

①
魚
津
．
L
業
高

①
魚
開
高

①
五
箇
庄
①
宮
崎

新
し
い
人
生
ヘ
強
く
正
し
く

日

成
人

式

行

な

わ

れ

る
リ

新
し
い
人
牛
入
門
出
す
る
新
鴎
人
三
二

九
名
を
別
問
う
、
第
二
十
凶
回
朝
日
町
成
人

式
は
、
好
天
に…
忠
ま
れ
た
成
人
の
日
の

一

バ
ト
五
日
、
泊
小
学
校
講
堂
に
お
い
て
、

米
資
多
数
の
参
院
を
得
て
、
崎
大
、
厳
粛

に
併
行
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
式
辞
に
つ
い
で
、
県
知
事
の
メ

，
セ
1
．ジ
、
議
会
議
長
、
教
育
委
員
・
n
氏
、

述
合
青
年
間
以
、
連
合
制
入
会
民
か
ら
、

新
成
人
に
あ
す
の
社
会
建
設
を
問
侍
す
る

祝
砕
が
あ
り
、
成
人
者
代
表
氷
U
明
川出
荷

（
山
崎
佼
下
）
の
、

「強
く
正
し
く
生
き

ま
す
」
と
人
生
の
新
し
い
門
出
を
す
る
決

意
を
と
め
た
答
辞
が
あ
っ
て
式
典
を
終
了

引
き
続
い
て
記
念
行
事
に
移
り
、
雅

一
部

会
の
み
な
さ
ん
の
新
春
に
ふ
き
わ
し
い
琴

の
演
奏
に
耳
を
か
た
む
け
、
佐
藤
妙
子
モ

中
学
生
個
人
戦

射
川
則
的
①
阻
村
山
戸
上
官
中
〉

①
問
中
和
幸
〈
山
中
〉

中
置
級
①
一
両
山
淳

一
（
上
背
中
）

①
木
本
秀
敏
（
卜
一背
中
〉

重
量
設
①
舟
本
修

一

（
舟
見
中
）

①
小
椋
一
令
市
戸
上
育
中
）

有
段
者
個
人
戦①
十
ず
崎
登

（入
吉
道
場
）

①
廿
内
規
男
（
入
持
高
）

「
盛
り
あ
が
る
ス
キ
l

熱

ス
ポ
ー
ツ
教
室
ス
キ
l
コ
l
ス

冬
の
運
動
不
足
を
補
な
い
、
正
し
い
ス

キ
ー
の
滑
り
か
た
を
学
ぼ
う
と
、
今
年
も

ス
ポ
ー
ツ
教
室
ス
キ
l

コ
1
ス
が
長
野
則

自
力
、
西
山
山
ス
キ
l
場
で

一
円
二
十
一

日
二
十
三

u、
二
十
四
日
の
三
円
闘
に
わ

た
り
附
請
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
札
制
オ
リ
ン
ピ
，
ク
が
反
映
し

て
か
受
講
話
も
八
十
余
名
を
数
え
熱
心
な

受
講
に
指
導
諸
制
も
仰
し
い
悲
附
を
あ
げ

.... 

て
い
ま
し
た

交
流
計
を
川
故
（
削
心
和
）

‘
中
級
、

指
持
者
ク
ラ
ス
の
で
一段
階
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
技
量
に
応
じ
て
指
導
が
行
な
わ
れ

ス
キ
ー
を
は
い
た
だ
け
で
す
ぐ
こ
ろ
ん
で

い
た
人
も
、
出
目
尋
講
師
の
懇
切
な
指
専
と

受
講
者
の
熱
心
な
線
朝
刊
で
三
日
目
に
は
す

っ
か
り
上
達
し
、
ス
キ
ー
の
醍
醐
味
を
備

慢
し
て
い
ま
し
た。

八
熱
心
に
指
導
を
空
け
る
受
講
者

V

... 「

o
n
o
r
D
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H
百
万
円
以
上
の
工
事
日

一
、
町
通
花
房

t
棚
山
線
改
良
工
事

（
花
川
地
内
）

一上
市
計
四
五

U
力
内

延
長
．
九
心
米

山
口

五

－
n）米

工
期
間
和
四
十
六
年
ト
ゴ
凡
十
八
日

i

附
和
問
十
七
年
三
月
二
十
五
日

ニ
、
町
道
金
山
i
南
河
川
新
線
改
良

z
g

（
窪
田
地
内
）

士
山
け
代
七
百
八
十
三
万
円

延
長

一二
O
一
米

山

口

ム

ハ
・
4
米

工
則
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
八
日

昭
和
附
十
いい
年
三
月
二
十
日

＝
一
、
町
道
町
南
保
環
状
線
改
良
工
事

（
町
附
似
地
内
）

て
い
事
四
百
四
十
万
円

延
長

一
二
六
米

巾

H

．I
・－
九
米

工
期
昭
和
附
十
七
日
午
．
月
十
日
l
…ニ

月
卜
円

四
、
町
道
草
野
新

i
平
柳
線
新
設
工
事

（
門
小
野
、
．
平
柳
地
内
）

工
引
山
口

一一
百
六
十
万
円

延
長

一
一
七
米

巾
口
七
・

五
米

工
期
間
利
四
十
六
年
十
二
月
二
十
九
臼

昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
日

五
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
骨
材
集
積

槽
新
設
工
穆

（
三
枚
橋
地
内
）

工
事

費

百

八
十
五
万
円

集
積
楠
（
四
糟
〉
外
取
付
道
路

工
期
間
和
四
十
七
年

一
月
二
十
日
i

三
月
十
日

H
ね
ず
み
駆
除
運
動
口

県
下
一
斉
駆
除
に
あ
わ
せ
て

県
下

一
斉
ね
ず
み
駆
除
運
動
が
展
開
さ

れ
て
お
り
京
す
が
、
い
ザ
ん
と
し
て
ね
ず

み
に
よ
る
被
持
は
減
少
の
傾
向
を
み
せ
ず

む
し
ろ
食
生
前
の
向
上
に
よ
り
繁
舶
が
お

う
盛
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
公
衆
衛
生
お

よ
び
投
誕
生
砕
物
な
ど
、
経
前
的
物
問
上

の
被
仰
が
予
知
外
に
多
く
、
当
町
も
と
れ

ら
の
被
刀
を
硝
極
的
に
除
去
し
、
ね
ず
み

の
い
な
い
他
人
干
な
日
常
生
活
を
営
む
た
め

友
記
期
間
に
駅
除
運
動
を
展
開
い
た
し
ま

す
の
で
こ
の
機
会
に
充
分
目
的
を
達
成
さ

れ
る
と
と
争
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
運
動
期
間

昭
和
祈
年
2
月
5
日
1
7月
却
日

一
、
殺
鼠
剤

殺
鼠
剤
を
半
額
補
助
い
た
し
ま
す

，d
j

昭
和
四
十
六
年
の
結
核

q
m住長
3
1前
i
lる

！

持

、．パ
刊

昨
年
五
月
下
旬
か
ら
例
年
の

、一F
－－h

み

K
仏ー

と
お
り
結
核
住
民
検
診
が
始
ま

－

EHE4
り
こ
の
ほ
ど
地
ば
別
険
診
が
ま

λ
切

と

ま
り
ま
し
た
。

日
前

乙
の
住
民
検
訟
の
実
胞
に
あ

川崎

化

た
っ
て
は
各
地
区
町
内
会
長
、

s
hr

い州人
会
投
民
各
枇
の
多
大
な
と

九日＇！~~DCJ家
ぞ
同
叫
キ
ズ
、
主
退
山
口
－
h

t

看
H

U

時
期
t
1
・て

，‘

しで す協
た県前。力
。下年 を
でを賜
も上ム
ー－ IロI ,_ 

、るり
二九厚
（立六 く
の、お
実九本L
縞% I和
をの し
収好あ
め！事げ
ま縮ま

一一一市川
一一一一一一一一四

日
一：
じ
一～
仁
川
一
一
品
川

山
一山
口
百
円
一山
一一一唯一川

:;. i・＂；，，：，．1

歳

末

た

す

け

あ

い

一一

一

一

運

動

の

結

果

一

一

H
蕎
せ
ら
れ
た
芳
志
の
結
晶
H

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
仁
実
施
し
た
H

は

末
た
す
け
あ
い
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は、

町
民
の
み
な
さ
ま
の
部
か
い
と
協
刀
に
よ

り
恵
ま
れ
な
い
人
々
も
共
に
明
る
い
お
王

月
を
迎
え
ら
れ
、
大
き
な
成
県
の
あ
り
ま

し
た
こ
と
金
、

ζ

と
に
厚
く
お
机
山
市
し
あ

すコト
；、 ~~~品

三~

f こ~

；さむ

i~ .1: 
i "JJy11 

げ
ま
す
。

ま
た
配
分
を
う
け
ら
れ
た
人
達
は
喜
び

と
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「震
の
袋
」
に
よ
り
集
っ
た
も
の
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一l
一同
一4

－
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一5
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一川一

一庄

保
一崎
一
庄
一中
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一

一区一
境
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一
一
的
一
間
一
一
一
家
一

一計一

一地一

一宮
一笹
一
一
五
百
一山
一大
一野
一

一

そ
の
他
の
か
た
が
た
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も

の一額
1

m

一則
一m
一問

一
－

7ι

X
U
一
nu
－q
u

「
円肥
｝

司
J
V

一7
’一7
6

－マ
t

－4
一

一
一
1

－
2

Y
一
服
徒
一
央
会
一所
員
一
員
部
一他
一地
支

金

一」
化
生
一
昨
盟
業
一
騒
年
一一
目
一議

－

一
一
文
院
一
町
盤
工
業
一
町
宣
の
一
時
一
町
舞
一
計

一E
百
学
百
協
一谷

百

合

一
一口
百

一

－E
一朝
装
一
朝
主
扇
従
一
朝
組
一そ
一則
一
朝
見
一

併
せ
て
合
計
七
宝
九
、
二

O
O
円
を

生
活
保
護
世
帯
七
三
（

一
四
七
人
）

生

活

凶

明

。

四

五

ぺ
一ー一士

一人
）

寝
た
き
り
及
び
単
身
老
人

八
三
人

震
度
身
障
者
及
び
精
滞
者

三
六
人

長

期

入

院

療

養

者

九

二
人

施
設
入
所
者

三

一
人

合

計

五

一
一
人

「
明
門
川
山

rDQunhv 
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ク
年

金

・
手

当

・
交

付

金

な

ど

ウ

ー
忘
れ
ず
に
請
求
手
続
き
を

l

昭和47年 2月10日
月刊 （毎月10日発行）

1
1児
童
手
当
受
給
資
格
の
l
」

「
l
lあ
る
み
な
さ
ん
へ

l
l
L

児
童
手
当
の
認
定
請
求
の
手
続
き
は
す

み
ま
し
た
か
。

間
和
四
十
二
年

一
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を

三
人
以
上
養
育
し
て
い
る
か
た
に
本
年

一

月
か
ら
児
童
手
当
の
支
給
が
は
じ
ま
っ
て

い
ま
す
。

乙
の
手
当
は
請
求
手
続
き
を
と
っ
た
月

の
現
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
手
紙
き
が
お
く
れ
る
と
手
続

き
の
お
く
れ
た
月
分
だ
け
手
当
が
支
給
さ

れ
な
く
な
り
ま
ず
か
ら
ど
注
・
暫
く
だ
さ

1

0

 

－hv 
受
給
資
格
の
あ
る
か
た
で
ま
だ
手
統
き

を
と
っ
て
お
ら
れ
な
い
か
た
は
役
場
住
民

課
で
す
ぐ
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ひさあ

V
国
民
年
金
を
請
求
さ
れ

（事？話室長最高島）第198号

ま
し
た
か

年
金
制
度
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
は
、
老
後
に
備
え
る
た
め
大
切
な

と
と
で
す
。
ま
た
途
中
で
、
不
時
の
病
気

や
ケ
ガ
、
あ
る
い
は
死
亡
な
ど
の
と
き
、

年
金
の
重
要
性
が
痛
感
さ
れ
る
と
の
頃
で

せ
っ
か
く
の
、
年
金
の
権
利
を
も
ち
な

が
ら
請
求
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
人
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
請
求
の
手
続
き
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

＠
邸
才

十
年
年
金

(5) 

月
五
、

0
0
0円

（
か
け
金
を
し
た
人
）

老
令
福
祉
年
金
月
二
、
三

C
C円

＠
却
才

t
防
才

障
毎
年
金

月
八
、

O
O
C円

（二
組
障
害
者
）

月
一

O
、
O
O
OH

（
一
極
障
害
者
）

（、昨
巴
却
才
以
後
又
は
昭
和
三
十
六
年
四

月
一

日
以
後
に
初
診
日
が
あ
り
、

か
っ
、
か
け
金
を
し
て
い
る
人

＠
却
才

t
刊
才
障
害
福
祉
年
金

月
＝
寸
四

O
O円

（
一
一
敵
陣
出
の
み
）

（
注
）
市
才
以
前
に
障
山
が
悶
定
し
た
者

④
邸
才

隊

害

に
よ
る
老
令
福
祉
年
金

月
二
、
三

O
O円

（
二
級
陣
容
の
み
〉

＠
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き

母
子
年
金
月
八
、

O
（
む
円

（
十
八
才
未
満
の
子
供
二
人
の
と
き
）

⑥
孤
児
と
な
っ
た
と
き

遺
児
年
金
月
八
、

0
0
0円

（
十
八
才
未
満
の
子
供
二
人
の
と
き
〉

と
れ
ら
年
金
の
請
求
手
続
き
は
役
場
年
金

係
で
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

④
刊
才

引
揚
者
特
別
交
付
金
の

請
求
は
早
め
に

月
三
十
一
日
で
無
効
に
な
り
ま
す

引
場
者
の
皆
さ
ん
交
付
金
の
請
求
は
す

み
ま
し
た
か
。

今
作
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
手
紙
き
を

し
な
h

と
附
効
に
な
り
ま
す
。

該
当
者
で
ま
だ
約
求
を
し
て
お
ら
れ
な

い
か
た
は
ず
ぐ
役
場
住
民
課
で
手
続
き
を

と
っ
て
く
だ
さ
い。

＠
旧
金
鶏
勲
章
を
う
け
た
方
に
＠

H
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
す
H

昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
付
で
金
鵡

勲
章
を
う
け
た
か
た
に
は
特
別
の
措
置
と

し
て
内
閣
総
出
大
臣
か
ら
銀
杯
と
脅
状
が

贈
ら
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
該
当
者

（
遺
脹
も
含
む
。
〉
は
御
沙
抗
議
ま
た
は

幼
記
を
持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
ま
た

は
出
思
連
盟
の
水
野
正
宅
（
電
話
二
l
O

一
五
三
神
田
町
）
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

、。iv 農
耕
用
軽
油
の
免
税

免
税
証
交
付
の
申
請
に
つ
い
て

農
業
を
営
ま
れ
る
人
が
、
農
耕
用
の
耕

う
ん
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
用
さ
れ

る
と
き
、
そ
の
動
力
に
用
い
る
燃
料
が
軽

油
で
あ
れ
ば
そ
の
格
的
聞
に
か
か
る
軽
油
引

取
税
が
免
税
に
な
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
農
耕
の
始
ま
る
前
に
免
枇

社
の
記
付
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
位
協
に

お
問
合
せ
の
う
え
、
申
請
閣
を
作
成
し
、

三
月

一
日
か
ら
三
月
十
八
日
ま
で
の
聞
に

魚
仰
胤
税
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

1

0
 

・υu・
－
所
得
税
の
確
定
申
告
の

お
知
ら
せ

日
昭
和
四
十
六
年
度
分
日

AV
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
。

。
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

1
一
般
の
人
の
場
合

各
種
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
基
礎

控
除
額
（
一
九
五
、

0
0
0円
）
と
そ

の
他
の
所
得
控
除
額
を
差
し
引
い
た
金

額
に
つ
い
て
算
出
し
た
税
額
が
配
当
控

除
制
よ
り
も
多
い
人
。

引
給
与
所
得
が
あ
る
人
の
場
合
に
該
当
す

る
給
与
所
得
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

あ
た
る
人
。

制
給
与
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
五
O
O

万
円
を
こ
え
る
人
。

例
給
与
を

一
カ
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で

給
与
所
得
ゃ
、
退
職
所
得
以
外
の
各
種

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
十
万
円
を
こ

え
る
人
。

り
給
与
を
二
刀
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

人
で
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
以
外
の
給

与
の
収
入
金
額
と
、
給
与
所
得
や
、
退

職
所
得
以
外
の
各
種
の
所
得
金
額
と
の

合
計
額
が
十
万
円
を
こ
え
る
人
。

同
同
族
会
社
の
役
員
ゃ
、
そ
の
親
族
な
ど

で
、
そ
の
法
人
か
ら
給
与
の
ほ
か
に
「

利
子
、
賃
貸
料
」
な
ど
の
支
払
を
受
け

て
い
る
人
。

側
災
特
を
受
け
た
人
で
、
昭
和
四
十
六
年

中
の
給
与
に
つ
い
て
災
害
減
免
法
に
よ

り
、
源
川
水
徴
収
税
制
酬
の
徴
収
納
予
や
避

付
を
受
け
た
人
。

3
資
産
所
得
の
合
解
説
税
を
受
け
る
場
合

ゃ
、
巡
臓
所
得
に
つ
い
て
通
常
申
告
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
退
職
金
の

文
払
を
受
け
る
さ
い
に
「
退
臓
所
得
の

受
給
に
関
す
る
申
告
書
」
を
提
出
し
な

か
っ
た
た
め
、
二

O
%の
税
率
で
所
得

税
を
源
泉
撤
収
さ
れ
た
人
で
、
正
規
の

税
額
よ
り
少
な
い
場
合
の
人
。

。
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
人
。

A
V
青
色
申
告
の
か
た
は

早
め
に
決
算
を
終
え
て
、
誤
り
が
な
い

か
よ
く
確
め
て
く
だ
さ
い
。
決
算
書
は

確
定
申
告
書
に
添
付
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
確
定
申
告
書
を
提
出

し
な
い
か
た
で
も
決
算
書
は
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

⑥
町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

三
月
十
五
日
ま
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。桜島合

金方

固
定
資
産
税
の
四
期
分
で
す

忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ

い
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月干lj（毎月10日発行）さ（貯話器錫.~d~） 第198号 (6) 

共
同
納
税
相
談
所
の
開
設
寮
内

例
年
の
と
お
り
、
説
の
申
告
に
つ
い
て

悦
務
事
、
県
税
事
務
所
、
朝
日
町
役
場
の

共
同
納
説
刷
談
所
を
開
設
し
ま
ず
か
ら
と

利
用
く
だ
さ
い
。

ひ

・
開
設
期
間
及
び
場
所

内
山
業
（
全
町
内
関
係
者）

出
来
（
泊
、
征
川
、
宮
崎
、
境
各
地

民）

朋
日

三
月
三
日
午
前
九
時

場
所
側
日
町
議
会
議
場

円
以
栄
一
二
月
一
日
午
前
九
時

場
所
中
央
農
協
南
保
支
所

店

業

三

月

六

・
七
日
、
午
前
九
時

場
所
大
家
庄
農
協

同
以
業
三
月
九
日

午
前
九
時

場

所

中

央
長
協
五
箇
庄
支
所

股

業

三

月

十
日

午
前
九
時

場
所

山
崎
農
協

固
定
資
産
台
帳
の
縦
覧

一：：
異
議
申
立
は
三
月
一

aか
ら
：
：
一

あ

昭
和
四
十
七
年
度
固
定
資
産
税
賦
課
の

基
本
と
な
る
土
地
家
屋
お
よ
び
、
償
却
資

産
の
価
額
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ

の
と
お
り
関
係
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
の

で
、
期
間
中
に
縦
覧
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

朝
日
町
役
場

＝
一
月
一
日
か
ら

三
月
三
＋
－
自
主
で

間
和
四
十
七
年
度
の
課
税
標
準
額
の
算

定
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

辺
地
は
面
積
な
ど
に
異
動
（
愛
更
〉
が

一
、
縦
覧
の
織
所

一
、
縦
覧
の
期
間

な
け
れ
ば
昨
年
ど
お
り
で
す
。

宅
地
、
山
林
、

脱
野
な
ど
股
地
以
外
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
の

評
価
額
が
昭
和
三
十
八
年
度
の
評
価
額
に

く
ら
べ
て
、
上
界
市
や
が
三
倍
未
満
の
も
の

は
昨
年
の
課
税
標
準
額
の

一
割
増
、

三
倍

以
上
八
倍
未
満
は
二
割
増
、

八
倍
以
上
二

十
五
情
未
満
は
三
割
増
、

二
十
五
倍
以
上

の
も
の
は
四
割
増
と
な
り
、
農
地
以
外
の

土
地
は
昨
作
の
課
税
標
準
額
の
一

割
な
い

し
四
割
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

家
屋
に
つ
い
て
は
、
新
婚
築
、
改
築
、

取
り
と
わ
し
な
ど
、
変
更
が
あ
っ
た
も
の

以
外
は
昨
作
の
評
価
額
が
そ
の
ま
ま
凶
十

七
年
度
の
評
価
額
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
評
価
決
定
価
額
に
対
す
る
異
議

申
し
立
て
は
、

三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十

日
ま
で
の
朋
聞
に
受
け
付
け
す
る
ζ

と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

V
地
籍
図
及
び
地
籍
簿
案
の
企

｜

｜

閲

覧

に

つ

い

て
｜

｜

国
土
調
査
法
に
よ
り
、

朝
日
町
大
字
横

尾、

平
柳
、
道
下
、
桜
町
、
月
山
、

月
山

新
、
長
野
、
南
保
、
山
崎
、
山
崎
新
、
山

玉
、
殿
町
、
下
野
、
横
水
、
横
道
、
藤
原

不
動
堂
、
野
新
、
高
崎
、
殿
、
金
山
、一二

枚
橋
、
大
家
庄
、
舟
川
新
及
び
窪
田
の
科

一
部
の
地
鮪
調
査
在
実
施
し
、
地
籍
図
及

び
地
鰭
槽
叩
飛
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
関
係
地
図
、
博
問
を
次
の
と
お
り

一
般
の
閲
覧
に
供
し
ま
す
。

て
閲
覧
期
間

昭
和
四
十
七
年
二
月
十
四
日
か
ら
穴

月
四
日
ま
で

一
、
閲
覧
の
場
所

朝
日
町
役
場

「．；
削
斤
ピ
よ
り
一

－d
潟
F

E

－－
E

’4
t
r
c

マ

家

庭

裁

判

所

ム

家
庭
裁
判
所
も
本
年
で
二
十
三
年
日
を

迎
え
、
家
事
問
題
を
取
り
扱
い
、
家
庭
の

平
和
の
健
全
な
親
族
北
向
生
活
を
図
り
、

少
年
問
題
を
取
り
股
い
、
少
年
の
健
全
な

育
成
を
期
し

o
家
庭
に
光
を
4

0

少
年
に

愛
を
。
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
常
日
頃
公
共

の
奉
仕
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
家
峰
裁
判
所
の
役
割
を
と
紹

介
し
、
憶
さ
ん
の
ご
盟
解
、
ど
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

家
陸
裁
判
所
で
は
、
さ
き
に
申
し
あ
げ

ま
し
た
よ
う
に
家
事
問
題
を
・
取
り
抜
ぅ
。

家
事
審
判
部
h

？
と
少
年
問
題
を
取
り
担
う

。
少
年
審
判
明
。
の
二
部
門
か
ら
な
っ
て

1
v
hド
1

0

’V
－E
－↑ 
家
事
締
判
部
の
う
ち
家
事
調
停
で
は
夫

婦
に
関
す
る
も
の
、男
女
に
関
す
る
も
の
、

扶
養
に
関
す
る
も
の
、
相
続
に
関
す
る
も

の
な
ど
を
取
り
股
い
、
家
事
協
同
判
部
の
家

事
也
市
判
で
は
後
見
人
な
ど
の
事
件
、
遺
言

確
認
な
ど
の
事
件
、
一ド
鮪
上
の
事
件
（
氏

名
の
変
更
、一
戸
鰯
訂
正
）
未
成
年
者
の
益

子
縁
組
、
禁
治
産
、
失
院
宣
告
な
ど
に
閲

す
る
も
の
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

少
年
市
判
部
で
は
、
少
作
保
護
事
件
の

訴
判
と
し
て
、
側
併
を
犯
し
た
少
年
、
十
凶

才
に
満
た
な
い
で
川
川
法
令
に
ふ
れ
る
行

為
を
し
た
少
年
、
将
W

氷
山
を
犯
す
お
そ
れ

の
あ
る
少
年
な
ど
を
取
り
扱
い
ま
す
。
ま

た
、
航
一
一
部
の
川
別
地
判
で
は
、
ぷ
成
作

者
唄
側
、
飲
削
鱗
止
法
の
卯

・
児
・
出
制
祉

法
中
の
押
な
ど
を
取
り
倣
っ
て
お
り
ま
す

な
お
、
乙
れ
以
外
に
、
・
泌
が
問
題
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
な
ど
の
ご
相

談
に
無
料
で
応
じ
て
お
り
ま
ず
か
ら
、

日出

特
に
せ
い
ぜ
い
と
利
用
く
だ
さ
い
。

「｜一

H
と

っ

さ

の
と
き
に

…

⑥

お

し

ら

せ

コ

ー

ナ

ー
＠

一
，
っ

さ

け

ら
れ

ま

す

か

…

1
23
：パ
パ
：・：
、
f
－ri
t－－
J
－〉

一
よ

そ
の
運
転
で
ム
恒
獄
、
甲
山
よ
、
の
‘

一

し

昭

和

四

十

六

年

の

・

‘

・
i

t

－

－

1

一

…

φ
定

期

乗

車

券

・

往

復

乗

車

券

一
く
朝
日
町
の
交
通
事
故
”

一
L

…

の

お

求

め

に

つ

い

て

一

色

昨
年
朝
日
町
で
発
生
し
た

一

で

乞

交
通
事
故
は
八
三
件
で
、
死
…
み
同
一
一
持

ω…
照
明
れ
ド
川
一
一
一
一
切

意

故

者

一
回
名
、
負
傷
者

一
0
0
…
す
る
た
め
に
、
次
の
と
と
を
お
願
い
い
た

i

王

事

名
を
記
録
し
ま
し
た
。

…
し
ま
す
。

以

呂

町

特
に
九
月
の
行
楽
期
に

一

て

泊
訳
か
ら
通
勤
、
通
学
さ
れ
て
い

ぶ
缶

詰

諸

司

、
出
お
批
判
長
代
初日川

E

A
一

亡
事
故
多
発
現
象
を
示
し
ま
一

二
、

一
般
の
か
た
は
で
き
る
だ
け
往
復

み

一

し
た
。

…

衆
車
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

一

一

日

正
お
、
定
期
乗
車
券
の
お
求
め
は
、
時
間

「
l
」

死
亡
事
故
の
発
生
は
県
下
回

f
l

・
に
余
裕
を
も
っ
て
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ

平
均
は
三

O
件
の
詮
通
事
故
が
発
生
す
る
…
1

0

こ
と
に
よ
っ
て
一
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
…
U

目

φ
お
と
く
で
便
利
な
エ
ツ
ク
・

が
、
朝
日
町
の
場
合
、

六
件
の
交
通
事
故山

が
売
生
す
る
と
と
に
よ
っ
て
一
人
が
死
亡
…

ミ

ニ

・

旅

行

券

を

し
て
お
り
死
C
系
は
、
県
下
の
最
高
を
記
一

国
鉄
で
は
、
レ
ジ
プ
l
旅
行
、
ピ
ジ
ネ

録
し
ま
し
た
。
事
故
原
因
と
し
て

…
ス
旅
行
に
お
と
く
で
便
利
な
特
別
乗
車
券

－
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ

…
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

－
無
涯
な
追
い
越
し

…

O
旅
館
券
と
セ
7

卜
に
な
っ
て
い
る

：エ

ッ
ク

・一

時
不
停
止
な
ど

O
急
行
券
が
い
ら
な
く

一
定
区
聞
を
何

無
謀
運
転
に
よ
る
も
の
が
目
立
っ
て
い

…

同
も
乗
り
お
り
で
き
る
。

ま
す
。
朝
日
町
の
校
下
別
事
故
誕
生
状
況
一

：

：
：
：
東
京
ミ
ニ
附
遊
券

お
よ
び
、
飲
酒
運
転
進
以
者
数
は
次
の
と

…

：・
：
；
：
大
阪
ミ
ニ
同
遊
券

お
り
で
す
。

…

0
お
祝
い
の
ご
胸
符
用
に

・・・・・・・・旅行四分

…
を
ど
刺
川
く
だ
さ
い
。

…一
電
報
電
話
局
だ
よ
り

一

一
八ー
大
型
青
電
話
が
ふ
え
ま
し
た

タ
イ
ヤ
山
げ
で
市
外
通
話
の
で
き
る
大
形

…
背
氾
話
が
、
つ
ぎ
の
と
乙
ろ
に
つ
き
ま
し

一
O
役
場
窓
川

日

〈

V
州
病
院
前

q
J
n
U
P
U

－u
n
u
n
U
 2: 
0 

8崎
町

q
L
勺

J
7
t
p
D
4
4
1

’1

2
1

マ
t

9 
81 

ol 
14, 100, 

1
1

ヲ
t
ヲ
j

門

U

n
ヨ
h
u
q
u
p
o

d
－

屯

－

831 

1巨l
Hf 川
五節庄

山附

＇：~·； 崎 i
大家庄 l
境 l

耐保 ！

合計 ！
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実堅三と
稲
作
転
換
作
物
と

し
て
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
を

(7) 

昨
年
九
月
号
に
も
稲
作

転
換
作
物
と
し
て
、
グ
ラ

ジ
オ
ラ
ス
が
朝
日
町
の
視

田
で
な
い
か
ぎ
り
、
ど
こ

で
も
栽
培
で
き
る
と
と
を

の
べ
ま
し
た
が
、
今
月
は

と
の
栽
地
法
に
つ
い
て
簡

単
に
の
べ
て
見
ま
す
。

植
付
は
三
月
下
旬
か
ら
同
月
上
旬
が
適

期
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
よ
く
耕
起
、
施
肥

轄
地
及
ぴ
土
壊
消
議
さ
れ
た
と
こ
ろ
へ
、

と
れ
も
あ
ら
か
じ
め

一
日
佼
氾
湯
に

M
凶

し
て
発
芽
の
均

一
と
促
進
を
闘
っ
た
制
球

を
植
付
け
出
土
し
ま
す
。
陥
ぱ
は
陛
川
七

五
セ
ン
チ
、

融
制
一一一0
セ
ン
チ
と
し
ま
す

一
0
ア
ー
ル
に
つ
き
八
万

t
一
O
万
球
の

種
球
を
要
し
ま
す
。
肥
料
は
化
学
川
料
を

則
い
、
時
分
で
チ

ッ
ソ
二
一一
J
三

O
旬、

リ
ン
サ
ン
二
五
旬
、
カ
リ
二
五
i
三
O
匂

で
そ
の
う
ち
五
加
を
地
肥
と
し
、
残
り
を

佐
官
状
況
を
見
な
が
ら
一
i
問
問
に
分
施

し
大
体
七
月
二
十
日
頃
ま
で
に
追
肥
を
終

わ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
行
機
質
肥
料
は
腐

敗
病
の
発
ル
刊
を
多
く
し
ま
す
の
で
胤
さ

な
い
生
育
期
間
中
は
バ
イ
ラ
ス
折
、

首
腐

病
、
腐
敗
病
な
ど
の
株
宇
佐
き
と
り
、
ま

た
赤
班
病
ポ
ト
リ
チ
ス
病
予
防
の
た
め
、

薬
剤
撒
布
持
四

i
六
回
行
な
う
こ
と
も
大

切
な
作
業
で
ま
す
。

ま
た
摘
花
は
開
花
す
る
と
同
時
に
行
な

い
病
室
ロ
の
予
防
に
努
め
、
除
草
は
植
付
時

と
生
育
中
に
一

i
二
回
シ
マ
ジ
ン
の
撒
布

を
し
て
雑
草
防
除
す
る
。

掘
り
取
り
は
摘
花
後
四
十
五
日
を
目
標

に
茎
葉
の
状
態
を
見
な
が
ら
健
全
な
聞
に

行
な
う
こ
と
z

こ
れ
は
淳
一
躍
が
枯
れ
る
に

従
っ
て
病
告
の
発
生
も
多
く
な
り
、
そ
れ

が
球
根
に
移
行
し
て
品
質
を
悪
く
す
る
た

め
で
す
。
眠
り
取
り
は
耕
運
機
に
L
字
型

の
鋤
を
と
り
つ
け
一

世
づ
っ
根
切
り
を
す

る
と
同
時
に
土
を
膨
軟
に
し
て
手
で
川
削
り

取
り
ま
す
c
掘
り
取
っ
た
球
根
は
揃
え
て

主
を
し
ば
り
茎
を
途
中
か
ら
切
っ
て
辿
に

し
て
一人
円
で
乾
か
す
c

七
日
間
訟
で
根
が
は
ぐ
れ
易
く
な
り
、

こ
の
と
き
根
を
ほ
ぐ
し
芸
を
と
り
選
別
し

て
出
荷
し
ま
す
。

m
m
球
の
越
冬
に
は
最
低

限
氏
．
一

t
三
皮
の
戸川
副
が
必
安
で
す
。

尚
制
収
益
は

一
O
J／
1
w当
り
約
円
。

万
円
、
所
得
は
約
三
O
万
円
で
す
。

赤
軍
派
京
浜
安
保
共

闘
な
ど
暴
力
団
の
捜

査

に

つ

い

て

お

願

い

以
近
、
赤
州
派
な
ど
の
川

勝
犯
人
は
胤
点
な
ど
で
憾
発

物
を
使
っ
て
一
般
市
民
後
ま

き
ぞ
え
に
し
て
知
町
－
ん
別
に
殺

似
し
て
い
ま
す
。

笹
山
誌
で
は
東
京
都
合
中
心
に
し
て
三
三

六
個
の
爆
仰
な
ど
を
彼
ら
か
ら
取
り
上
げ

て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
六
九
倒
が
爆
弾
し

一
般
市
民
や
幾
察
官
い
が
机
利
さ
れ
似
つ
い
た

り
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
内
へ
も
い
つ
も
ぐ
り
込
ん
で
み

な
さ
ん
に
危
害
を
加
え
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん。松
宮
察
で
は
全
力
争
あ
げ
て
ζ

れ
ら
犯
人

の
捜
査
を
し
て
い
ま
す
。

「
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

「
一

一
O
番
」
か
、
も
よ
り
の
欝
察
署
、
派
出

所
駐
在
所
ま
た
は
警
察
官
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

j言明j
i Z 明る j
j回るい j

j易い青i
，三ヨー・.. ~ 

；宅産毛；
：習かは；
=::cごー，．

1をり

。
し捨ゴ
まてミ
しなを
よい川
うよや
う海
！こに

、、
、i
l
l
lJ
J
J
、l
ノ＼
1
ノ、
l
ノ、
1
1
1
1
11
f
／

相
談
ご
と
ご
案
内

／I
l－
－
＼

f
k
f・、
二「九／
l
i
l
i
－
－、

マ
行
政
相
談

円
時
何
月
第
一
月
曜
日

午
前
十
時
！
午
後
三
時

場

所

朝

日
町
婦
人
会
館

マ
人
権
法
律
相
談

日

時
毎
月
第
三
月
曜
日
（
今
月
は

二
十
一
日
で
す
。
）

午
後
一
時

t午
後
三
時

騎
所
羽
田
町
商
工
会
館

マ
心
配
ご
と
相
談
所

日
時
毎
週
月
附
日
（
今
月
は
十
四

日
、
二
十

一
日
、
一

一十
八
日

で
す
の
）
午
前
十
時
1
午
後
一一一昨

朝
日
町
附
人
会
航

JJ}, 

’
f
 

deu削
vr
－rv
’
 

学

園

だ

よ

り

つ
管
内
小

・
中
学
校
」

「
卒
業
式
の
日
程
し

明
日
町
教
育
受
員
会
管
内
小

・
中
学
校

の
本
業
式
の
日
程
が
左
記
め
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
。

一
月
十
八
日

正l

)ii 

月
二
十
一
一
日

町
内
全
小
学
校

善
意
の
ま
ど

⑨

温
か
い
芳
志
の
数
々

川
や
海
へ
捨
て

る
こ
と
は

「
清
掃
法
」
で

禁

じ

ら

れ

て

お

り

ま
す
。

自

分

の

町

を

き

れ

い

に

す

る

た

め
、

き

ま

り

を

守

り

ま
し
ょ
う
。

ゴ

ミ

を
、

r
a
n
O
7
1
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移
動
図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て

仁川
H

ド
リ
に
深
い
関
心
と
興
味
を
持
ち
な
が

ら
、
凶
れ
い
航
が
辿
く
て
乙
ら
れ
な
い
か
た

の
た
め
に
似
の
ww肋
間
笛
郎
が
巡
閲
し
て

お
り
ま
す
っ

。
川
体
内
μ
山
（
川
入
学
組
、
青
年
学
級
、

己
反
グ
ル

l
フ
、

P
T
A
な
ど）

仁
川
人
口
川

（町
内
会
、
部
稀
会
な
ど
）

ど
の
灯
山
で
も
結
Mm
で
す
。
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
代
ド
ト
ぷ
ポ
引
を
き
め
て
町
の
図

川
航
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ひ

、新
し
く
は
い
っ
た
図
書
V

叫
し

ω川心仰心

加
－
勝
秀
俊

日
本
の
名
門

（安
麟
川
疏
）
巾
光
公
論
社

説
の
た
め
に
姪
す
る
か
（
悦
）
山
川
野
綾
子

J

ン
ソ
レ
，
ク
ス
（
円
減
新
世
）
河
合
保
雄

小
川に
の
進
歩
と
は
な
に
か
（
引
波
新
市
川
）

市
仲
介

｝一一郎

川
船
大
作
は－
X
院
で
あ
っ
た
（
上
・
…卜）

平
取
ら
い
て
う

ト
八
日
本
悩
凶
の
叫
亡
（
八
k
五
）
ン
ョ

ン
・

ト
l
一ソン
ト

ム

ハ

人

の

武

将

安

蕗

英

男

ム
ツ
ゴ

ロ

ウ

の

青

森

必

州

正

怒

凶

拡

の

悲

劇

尚

一長
亀
次
郎

人

μ先
口

（川
被
新
山
内
）
牧
英
正

問
桝
M
M
m
w
hm

邸
月
怖
栄
子

刈

を

加

え

る

教

育

石

原

悦

太

郎

同
民
の
教
育
権
（
山
政
新
書
）
兼
子
仁

政
治
（
川
h
被
新
芹
）

同

義

達

非
此
装
闘
民
低
抗
の
思
似
（
岩
波
新
書
）

宮

田

光

誰

高
校
生
十
二
の
青
春
新
世
代
セ
ン
タ
ー

U
本
の
民
怖
の
心
下
、
袴
川
、
群
馬
、
埼

．1
）

森

口

多

里

他

カ
ラ
l
出
の
生
き
も
の
岡
田
弥
－
郎

子
山
ガ
ン
発
見
と
治
療
増
淵
一
正

化
石
サ
ル
か
ら
日
本
人
ま
で
（
山
行
渡
新
書

さあ（県｜鵠糾，＆！1J)第198号

背宮あ女観僻！高紬閥極あさ；ヒ大小 LII＇~少j 対お江広隙·m シ い茶東
い殿あのな水内のの限しにッ ［／！：さ常 なの論ふ J.:i島色代ロ け室京）
尚 に 結~し 思毘告かた花ト原な茶る t1I くJj、の日｜決ク ば入が
を住婚で子 汗 発らへ r・＆ラの大飯辺界 ろ附部本間口 な門三
告む なの のげる 1日出境 の集人の芸 l 全度
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代
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夕 立書池
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ミニとうげい

出生 2ワ6人 死亡 199人
¥32時闘に｜人） ( 44 B寺南に｜人）

!ff? 
－τ0:冨’~－－－

1月31日現在

：男 9'141人

：女 10.620人

計 19.761人

：世帯数 5,067世帯 j

~－~，~~司・＝－・

⑧ 

⑨ 

⑥
 

。
生
ま
れ
い
ず
る
人

④
結
ぼ
れ
る
人

A
逝
く
人

（
昭
和
四
十
七
年
一
月
十
五
日
現
在）

④

結

婚

（お
し
あ
わ
せ
に
）

O
境入
活
町

O
涜境

「ノ
’川境

O
道
ト
入
善
町

。
荒
川
入
器
町

O
淀
川
魚
作
市

O
沼
保
東
京
都

O
赤
川
入
善
町

O
赤
川
魚
津
市

O
長
野
宮
崎

。
山
崎
市計一川

水

町

綿

布

浜

盛

山

子

水

山

長

持

レハ
sU

門
出

Fr

y－ド山

小
と

て

小

松

幻

出
中

Mm英

水
白
川
慨

一

長
谷
し
ず
子

高
木
英
三

桐
山

一
美

北

山

古

雌

蹴

出

京

子

中

島

武

夫

輿

山

綾

子

斉

藤

隆

人
江
完
子

松

田

康

則

兆
野
雅
美

近

膝

制

崩
谷
美
保
子

水
野
枠
三

折

谷

本

江

0 0 0 0 
東横泊金 入 窪山山
車水 山善岡崎崎
野町

安

遼

満

水

野

部

子

藤

岡

利

明

青

木

松

子

松

田

正

明

波

間

幸

子

加

納

信

孝

米
国
多
鶴
子

。

出

生

〈お
す
こ
や
か
に
）

O
宮
崎

O
宮
崎

O
悩
附

O
限
川

。
元
凶
政

O
的コ削

‘

J
’旧
O
相
似

0
・川
保

（）
辿
下

O
道
下

つ
且卜
Q
山
下

。
噂
下

。
…
県
印
刷
野

O
京
市
野

＼
J
Fshυ
「
間
叩

r
l

、、
“，tルT

O
草
野
om野
f
L品川
WH
H

O
赤
川

〈
赤
川

O
桜
町

。
殿
町

O
山
崎

O
山
崎

、
｝
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